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【タイトル】　　『〇〇〇〇〇病院におけるトラベルワクチン接種の現況について　』

【序文】
〇〇〇〇病院ではトラベルクリニックを特に設けてはいないが、旅行医学会のホームページを参照してトラベルワクチンの接種を希望する旅行者が時々見られる。決して多い数ではないが、その現況について述べる。

【内容】
2006年1月から2011年9月までトラベルワクチンを希望され当院受診された方は23名であった。男性12名、女性11名とほぼ同数であった。渡航先は中国本土が9名と最も多く、以下マレーシアやカンボジアなどの東南アジアが多かった。アメリカ合衆国へ留学の際のワクチン接種も見られた。渡航目的は出張もしくはその配偶者が最も多く13名であった。その他留学や海外青年協力隊という目的もあった。接種ワクチンはA型肝炎とB型肝炎ワクチンが最も多く17名が接種しており、他に破傷風や日本脳炎ワクチンの接種の希望があった。留学希望者には麻疹やムンプスも見られた。最も問題となるのは初診時日本出発までの日数で、平均26.75日でほとんど2回目の接種を行う余裕がない状況が多数見られた。複数種の接種を希望する方が多く、同時接種を余儀なくされた。2回目の接種ができた例は15例であった。半年後の3回目の接種に当院へ来院されたケースは皆無であった。

【結論】
当院でのトラベルワクチン接種で見られた傾向は、来院された時点ですでに日本出発までの日が迫っているケースが多く、余裕をもった接種ができていないのが現状である。学会を中心にトラベルワクチン接種の必要性、接種時期などについて、正確に啓蒙していく必要があると思われた。
